
 

佐世保都市計画地区計画の決定      【佐世保市決定】 
 

 

 

都市計画コモンライフ日宇ヶ丘地区計画を次のように定める。 

 

名  称 コモンライフ日宇ヶ丘地区計画 

位  置 佐世保市日宇町 

面  積 約７．３ｈa 

地区計画の目標 

当地区は、昭和５９年の開発分譲当初から建築協定、緑

化協定により、良好な住環境と優れた街並みが整備形成さ

れており、地区計画の策定により建築物等の規制誘導を積

極的に推進し、現在の良好な住環境を維持保全することを

目標とする。 

区域の整備、開発及び保全に関す

る方針 

地区計画の目標にてらし、安全で快適な地区環境を確保

するため、現在の道路（幅６ｍ以上）、街区公園（２箇

所）、ポケット公園（２箇所）の機能を維持保全する。 

また、良好な街区形成のために、建築物の壁面位置の制

限等を設定する。 

土地利用に関する方針 

良好な住宅市街地の形成と周辺地域との調和を図るため

に、建築物等の制限を行い、良好な土地利用を図る。 

敷地の細分化を防止し、適正な区画を保全するために敷

地面積の最低限度を設定する。 
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地区の

区分 

地区の名称 コモンライフ日宇ヶ丘地区計画 

地区の面積 約 ７．３ｈａ 

建築物等の用途の 

制限 

１ 次の各号に揚げる建築物以外の建築物は建築してはな

らない。 

（１）一戸建て専用住宅 

（２）一戸建て兼用住宅（兼用住宅とは住宅で延べ床面積

の 1/2 以上を居住の用に供し、かつ、その他の用途

を兼ねる部分の床面積が 50 ㎡以内のもの。以下「兼

用住宅」という。）で、その他の用途が別表に揚げ

るものとする。 

（３）集会所 

（４）派出所 

（５）診療所 

（６）その他公益上必要な建築物 

（７）前各号の建築物に附属する建築物で、平屋建て物置

又は床面積の合計が４０㎡以内の自動車車庫等 

 

２ 前項の規定は、平成２１年１２月１３日において、現

に存する建築物（工事中の建築物を含む）を引き続き同

一の用途に供する場合は、適用しない。 

建築物の容積率の 

最高限度 

１０／１０ 

 

ただし、平成２１年１２月１３日において、現に存する

建築物についてはこの規定を適用しない。 

建築物の建ぺい率の

最高限度 

６／１０ 

 

ただし、平成２１年１２月１３日において、現に存する

建築物についてはこの規定を適用しない。 

建築物の敷地面積の

最低限度 １６５㎡ 

 

ただし、平成２１年１２月１３日において、現に建築物

の敷地として使用されている土地でこの規定に適合しない

ものをひとつの敷地として使用する場合においてはこの限

りではない。 
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壁面の位置の制限 

１ 道路境界線及び敷地境界線から、建築物の外壁又はこ

れにかわる柱の面までの距離の最低限度は、１．０ｍと

する。 

なお、次の項目に該当する場合は、この限りではない。 

（１）床面積の合計が４０㎡以内の自動車車庫等 

（２）外壁又はこれに代わる柱の中心線の長さの合計が３

ｍ以下であるもの。 

（３）軒の高さが２．３ｍ以下で、かつ、床面積の合計が

５㎡以内である平屋建て物置 

 

２ 前項の規定は、平成２１年１２月１３日において、現

に存する建築物（工事中の建築物を含む）で外壁等の距

離の限度を超える距離にある建築物又は建築物の部分の

改築もしくは建築物の部分が外壁等の距離の限度を超え

ない増築をする場合は、適用しない。 

建築物等の高さの 

最高限度 

１０ｍ 

（軒高は７ｍ以下とする） 

 

ただし、平成２１年１２月１３日において、現に存する

建築物についてはこの規定を適用しない。 

建築物等の形態又は

意匠の制限 

１ 建築物・工作物等の屋根及び外壁の色並びに形態等の

外観は、地域環境に調和したもので自然で落ち着いた

ものとする。 

２ 広告物・看板類は、自己の用に供するもので、刺激的

な色彩又は装飾を使用せず、周囲の環境・美観に配慮

したものとする。 

３ 敷地境界又は道路境界上に造成された擁壁は、現在の

形態及び意匠を保全するものとする。 

４ 建物敷地の地盤面は、現在の高さを変更しないものと

する。 

 

ただし前各項の規定は、平成２１年１２月１３日におい

て、現に存する（工事中であるものを含む）建築物、広告

物・看板類については適用しない。 

また、上記３及び４の規定は、車庫の設置、作庭に伴う

軽微な場合、人や車の出入口設置のためやむを得ない場合

又は電気事業法（昭和三十九年法律第百七十号）第二条第

一項第九号に規定する電気事業（同項第七号に規定する特

定規模電気事業を除く。）の用に供する施設である建築物

を新築、増築又は改築する場合若しくは工作物を建設する

場合は、この限りではない。 

 

http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%4f%8b%e3%96%40%88%ea%8e%b5%81%5a&REF_NAME=%93%64%8b%43%8e%96%8b%c6%96%40&ANCHOR_F=&ANCHOR_T=
http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%4f%8b%e3%96%40%88%ea%8e%b5%81%5a&REF_NAME=%91%e6%93%f1%8f%f0%91%e6%88%ea%8d%80%91%e6%8b%e3%8d%86&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000009000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000009000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000009000000000
http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%4f%8b%e3%96%40%88%ea%8e%b5%81%5a&REF_NAME=%91%e6%93%f1%8f%f0%91%e6%88%ea%8d%80%91%e6%8b%e3%8d%86&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000009000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000009000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000009000000000
http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%4f%8b%e3%96%40%88%ea%8e%b5%81%5a&REF_NAME=%91%e6%93%f1%8f%f0%91%e6%88%ea%8d%80%91%e6%8b%e3%8d%86&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000009000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000009000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000009000000000
http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%4f%8b%e3%96%40%88%ea%8e%b5%81%5a&REF_NAME=%93%af%8d%80%91%e6%8e%b5%8d%86&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000007000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000007000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000007000000000


 

「区域は計画図表示のとおり」 

 

理 由 

良好な居住環境が形成されている当地において、将来にわたり良好な市街地を維持・保

全するために地区計画を定めるものである。 

 

 

地 
 

区 
 

整 
 

備 
 

計 
 

画 

建 

築 

物 

等 

に 

関 

す 

る 

事 

項 

かき又はさくの構造

の制限 

１ 道路境界上のかき又はさくは、生垣を原則とする。 

フェンス等を設置する場合は、高さ８０ｃｍを超える

コンクリートブロック等、見通しが不可能（透視率５

０％未満）な構造物を設置してはならない。 

２ 隣地境界の土止めは、コンクリート壁又はブロック積

みとし、さくはフェンスとする。 

 

ただし前各項の規定は、平成２１年１２月１３日におい

て、現に存する（工事中であるものを含む）かき又はさく

につては適用しない。 

また、門柱及び附帯物、電気通信用の施設等、地上に設

置される大型のもので、その保守管理あるいは防災・防犯

上不可欠なものについてはこの限りではない。 

土
地
の
利
用
に
関

す
る
事
項 

現存する樹林地、

草地等で良好な居

住環境の確保に必

要なものの保全を

図るための制限 

緑の多い街並みの維持保全に努める。 

 

備    考 

 



別 表 

 

兼用住宅の用途 

 

ア 自動車車庫 

 

イ 事務所（汚物運搬用自動車、危険物運搬用自動車その他これらに類する自動車で国土

交通大臣の指定するもののための駐車施設を同一敷地内に設けて業務を運営するものを

除く。） 

 

ウ 日用品の販売を主たる目的とする店舗 

 

エ 理髪店、美容院、クリーニング取次店、貸本屋その他これらに類するもの 

 

オ 学習塾、華道教室、囲碁教室その他これらに類する施設 

 

 

 



 

理 由 書 
 

【コモンライフ日宇ヶ丘地区計画】 

 

１ 佐世保市都市計画マスタープラン 

 

平成１０年度に策定した佐世保市都市計画マスタープランは、まちづくりを進めるにあたっ

ての土地利用の方針を定めたものである。 

 

 

２ 佐世保市都市計画マスタープランにおける「土地利用の方針」及び「地区計画の推進」 

 

都市計画マスタープランの全体構想における土地利用の方針は、市街化を推進すべき地域で

は、地区の特性に応じた計画的な市街地整備を進め、また、自然的土地利用を継続すべき地域

では、市街地の無秩序な拡大を抑制し、自然環境の保全と活用を推進することとし、快適に過

ごせるまちを目指し、地域の特性に応じた土地利用を誘導することを基本方針としている。 

 

この土地利用の方針に従って、良好な居住環境の整備を実現し、地域特性に配慮した細やか

なまちづくりを行うため、地区計画制度の活用を推進し、地区レベルの基盤整備や土地利用の

誘導を図ることとしている。 

 

 

３ コモンライフ日宇ヶ丘地区の地区計画 

 

当地区は、本市の中南部に位置し、国道３５号に近接する、第１種住居地域及び第２種住居

地域の地区である。 

良好な環境の宅地供給を目的として昭和５９年に住宅団地として開発され、宅地分譲当初よ

り建築協定および緑化協定により良好な居住環境が形成されている地区である。 

建築協定および緑化協定が失効を迎え、将来にわたり良好な居住環境を維持保全していくた

めに、佐世保市都市計画マスタープランの地区計画の推進を踏まえ、地区内で行われる土地利

用、建物の建築や宅地造成を誘導し、良好なまちづくりを実現することを目的として、地区計

画を定めるものである。 

 

 


